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事業概要

情報収集

分析・整理

普及啓発等

①県内の地場産業への気候変動影響について情報収集

②県内主要産業への気候変動影響について情報収集

③市民参加型生物調査と生物季節観測のモニタリング手法の検討

⚫ 収集した影響情報の整理・分析を適応センターで行い，妥当性について専門家へのヒアリングや
専門家検討会で検討を行う

⚫ 調査結果をとりまとめた成果報告会（3月）を実施．
⚫ 成果をパンフレットにまとめて関係者に配布．
⚫ 適応センターHPから発信．
⚫ 研究所の各種講座等を活用した普及啓発．



①県内の地場産業への気候変動影響について情報収集

⚫学校との連携による情報収集

⚫県内地場産業への気候変動影響について地元学生（高校
生・大学生）グループがインタビュー調査．インタ
ビューは動画で記録．

⚫インタビュー項目は原材料，製造過程，流通，労働など
への気候変動影響とその対策（適応策）

⚫調査結果を報告・共有
✓ 温暖化時代の若者
✓ 気候変動の影響を実感
✓ 地場産業（地域の身近な産業）
✓ 直接インタビュー



地場産業への気候変動影響調査の流れ

地場産業

③ステップ①趣旨

②やり方

事前学習会（動画視聴）

オンライン成果報告会

公開シンポジウム
パンフレット

・インタビュー調査
・調査とりまとめ

調査ワークショップ

6月

7月

10月

3月

・調査産業決める
・調査方法伝授

・シンポで表彰
・分析結果を発表・掲載

気候変動が地場産業にどのような影響を
与えているのか？それを調べたい
⇒足下にも気候変動の影響が及んでいる
ことを実感できる！

1. 調べたい地場産業を決める
2. 企業訪問．インタビューによる聞き取り
3. インタビューを動画に撮影
4. インタビュー結果を動画を活用して発表

資料としてまとめる

リスト
を提供

GoPro
貸出

企業連絡
サポート

気候変動

・県内の気候変動
・地場産業と気候

サポート講師陣
・気象キャスター
・気候変動研究者

国（環境省）へ報告

・専門家による結果の分析

・成果を発表
・他地域の取組を学ぶ

学
生
さ
ん
が
実
施

＊学校側の費用負担はありません（インタビュー調査にかかる交通費のみ自己負担でお願いいたします）



調査箇所（5高校＋8大学グループ）

白馬高校 11人
（観光業全般）

中野西高校
（味噌）

更級農業高校 4人
（タケ）

東海大諏訪高校 4人
（寒天）

信大経法・船渡ゼミ 2人
（わさび）

信大繊維・高橋ゼミ 6人
（上田紬・酒蔵・観光・農業）

県立大・野口ゼミ 4人
（りんご）

（2022/7/28現在）

県立大・秋葉先生
（日本酒）

辰野高校 9グループ
（養蜂・ワイン・酒造など）

県立大・首藤先生
（果実）

中信

南信
東信

北信

大学

高校



事前学習会（動画による視聴）

⚫6月18日 動画撮影
⚫7月4日〜 各自で動画視聴（YouTube限定公開 45分）

テレビ信州 気象キャスター 鈴木智恵さん
世界や日本の気候変動の話し（30分）

信州気候変動適応センター
長野県の気候変動の話し（15分）



調査ワークショップ（60分ケース）

⓪はじめに 1分 吉村さん あいさつ

①イントロ 5分 浜田 ・調査の趣旨説明
・今日の説明

②ワーク
ショップ

30分 吉村・浜田 ・進捗をまず確認
・地場産業調査について
・インタビュー調査について
・ワークシートを埋めていこう
・発表，ディスカッション

②補足説明
と質疑

10分 吉村・浜田 ・動画撮影のポイント
・その他疑問点など

⑤今後 1分 今後の流れ．成果発表会に向けて．結果は気にせず，楽しんで調査を．

⚫7月19日〜8月30日 対面でのワークショップ実施（一部オンライン）



調査ワークシート
チーム名 所属 名前

信大繊維 藤條・井内

調査対象の産業 調査先・訪問日 役割分担

上田紬 ●小岩井紬工房→リンゴ農家
●ヴィラデスト
●繊維学部農場職員のイトウさん

ローテーション

調査の仮説 質問 事前・事後調べ

●小岩井紬工房
・草木染の原料が気候変動によって影響を受けてい
るのではないか

●農家
・気候変動で病気などはかかりやすくなっているの
ではないか
・温暖化でぶどうの収穫樹面積の増加によって収穫
量は増えているのではないか

●養蚕家
・蚕は強い、さらに上田は乾燥しているので飼育に
適しておりあまり影響は受けでいないのではないか
・桑の生育状況が降雨量の変化により影響を受けて
いるのではないか

●紬工房
・草木染にこだわる理由(落ちや意図されているのに
こだわる理由とは)
・他に特徴的な染め方はあるのでしょうか
・どこのりんごを用いているのでしょうか
・なぜ枝でここまで色が出るのでしょうか

●農家
・ぶどうの木の生育状況が
気候変動によって変わっているのではないか

●養蚕家
・仮説どおりなのか質問する

＋決まっている4つの質問

気候変動によってぶどうの収穫樹面積が長野県で広
がっている



インタビュー調査



成果報告会

辰野高校

信大繊維学部
（急きょ，先生が代理発表） 質疑応答

中野西高校



天然寒天（茅野市）東海大諏訪高校化学班 松木寒天産業

気候変動に
よる影響

産業の特徴

対策・適応

まとめ

寒天製造期間は１２月〜３月である。
角寒天は冷蔵庫では製造できない為、
・暖冬になる→生天が凍らない→生天のまま腐る

(生天から寒天になるには、2週間以上必要)
・気温の低い少ない期間で、毎年と同じ量作らなければ
いけない
・一度に作る量が多くなり管理が大変になり人権費が上
がる
・原料の天草などは海が暖かくなり、海流が変わるなど

の影響で同じ場所で取れる量が減る

自然に依存している製法なので、対策をすることはでき
ないが、一度に作る量を増やしている

原料の天草は、取る場所を変えるなどしているため一定
量は取れる

寒天とはテングサ・オゴノリなどの紅藻類などの粘液質を固めたものを凍結、乾燥（フリーズ
ドライ）させたもの 角寒天は諏訪地区の特産品である。

寒天産業において冬の寒さは寒天を作る上で必要不可欠なものであり長期的に見て少しの気温の上昇であっても天然寒天産業に
とっては大打撃であるため少しでも早く地球温暖化を食い止める必要がある
茅野市議会の方々と実際に地球温暖化について意見を交換した際には２０５０年に茅野市としてゼロカーボンを達成するのは難
しいとの回答が出た
今ある現状を少しでも改善するためには私たち一人一人が小さなことから地球温暖化に向き合うことが大切である

自然を相
手にした
地場産業

気温
上昇



おまけ：海外に向けて成果を発信

• 国際ゼロカーボン会議
• 2023/2/8-2/9
• Day2（2/9）適応テーマ

地場産業（上田紬）
への気候変動影響について
学生が英語で発表



専門家ヒアリングによる妥当性の確認

日時 ヒアリング先 ヒアリング内容

2023/1/11 長野県農業試験場 ワイン用ぶどう，日本酒（酒米）

2023/1/11 長野県野菜花き試験場 みそ（大豆），わさび，伝統野菜

2023/1/26 長野県果樹試験場（書面） りんご

2023/1/13 長野県工業技術総合センター 寒天，みそ，ワイン，蜂蜜，日本酒，

2023/2/17 長野県織染工業組合 上田紬

2023/3/1 長野県環境保全研究所 養蜂，タケ



（まとめ）地場産業への気候変動影響

項目 気候変動影響 適応策 課題

松本寒天産業 ・生天が凍らず腐る 一度に作る量を増やす 人件費の増加

ふくろや（味噌）
・味噌の熟成が早まる
・一定の温度で保存できない

自然の力には対抗でき
ない

味噌離れへの適応

有賀はちみつ屋
（養蜂）

・花の咲く時期が早い
・採密量が減少

ミツバチの不足

キリノカワイン
・ピノ・ノワールが栽培可能
・糖度が増す

大王わさび農場
・害虫の増加
・収穫時期の変化

・害虫発生予察
・寒冷紗を張る

田中屋酒造・岡崎
酒造・沓掛酒造

・酒米への影響
・米を冷やすのに時間かかる

・登熟期に高温にあて
ない
・冷蔵設備導入

上田紬 ・染料の温度が下がりにくい 時間をかけ冷ます



②県内主要産業への気候変動影響について情報収集

⚫農業，漁業組合等との連携による情報収集

⚫農林水産業やスキー産業などの県内主要産業への気候変
動影響について，関係団体（農業組合，漁業組合，森林
組合，観光協会，地場産業の各種団体等）へのヒアリン
グ

⚫ヒアリング内容は栽培，収穫，製造過程，営業時期など
産業毎にかえながら具体的な気候変動影響とその対策
（適応策）について



ヒアリング結果（農林水産業分野）

項目 気候変動影響 適応策 課題

りんご

・着色不良
・成熟早まる
・霜による被害
・リンゴ畑の浸水

・収穫時期をずらす
・栽培地が高地へ移動
・防霜ファン
・組合保険

・凍霜害対策

プルーン
ブルーベリー

・霜による被害
・色つき，糖度影響
・果実等の落下
・熱中症懸念

・防霜ファン
・加工品として販売 ・凍霜害対策

ヒアリング先：塚田農園・松井農園



ヒアリング結果（観光分野）

項目 気候変動影響 適応策 課題

スキー産業
・営業期間短縮
・雪崩や極端な大雪
・周辺施設への影響

・人工降雪機の利用
・グリーンシーズン

・人工降雪機には多額
の資金が必要
・インバウンドへの影
響

アウトドア産業
・生態系の変化
・水位の変動
・大雨の影響

・ガイドサービス
・

・安全管理
・普及啓発
・保険

その他

・山菜やマツタケの時
期や量
・霜害（あんず祭り）
・紅葉の色づき悪化

ヒアリング先：長野県観光機構



③市民参加型生物調査と生物季節観測のモニタリング手法の検討

⚫独自の提案による情報収集

⚫地域気候変動適応センターが実施可能な自然生態系影響
のモニタリング手法を評価する

⚫①セミを対象とした市民参加型分布調査の試行
⚫②カメラを用いた開花などの植物季節，ICレコーダーを
用いた鳥や虫の初鳴きなどの動物季節の自動観測の試行



③市民参加型生物調査と生物季節観測のモニタリング手法の検討

⚫気候変動影響を受け、よく知られる生き物で発見が容易なセミの分布調査を実施

⚫分布調査参加の広報：HP，SNS，チラシなどのほかWSでアプリ使用法などを解説

⚫WSとして自然ふれあい講座（“セミのぬけがらを探せ！2022”✕6回）

アブラゼミの
ぬけがら

Survey123
アプリ

クラウド上の専用ページ
で情報提供（ArcGIS Online）



調査WS（自然ふれあい講座の様子）

⚫ 長野県内６会場で８月初旬に毎年実施．2022年は131人（うち，子ども79人）参加．

⚫ セミのぬけがらを集め，親子で種類毎に仕分けと集計．

⚫ 毎年同じ時期に集めることで，気候変動など自然の変化に関心をもってもらうこと

集めたぬけがらを親子で分類している様子



アプリによるセミの分布調査結果

⚫ アプリArcGIS Survey123によるセミ情報（種類，いつ，どこで）を収集

⚫ HP上で収集情報を公開

2022年の報告数 報告時期（ミンミンゼミ）

2020年

2021年

2022年

報告場所（ミンミンゼミ）



⚫カメラやICレコーダー（音声）による自動観測手法の検討

オオヤマザクラの開花状況を
インターバル撮影

← オオヤマザクラ

ICレコーダーで
セミの鳴き声を録音

ICレコーダー

③市民参加型生物調査と生物季節観測のモニタリング手法の検討



生物季節観測の自動観測（インターバルカメラ）

撮影対象
撮影
範囲

カメラ
撮影
距離

撮影
間隔

オオヤマザクラ（植栽木）：開花

樹木
全体

Brinno
TLC200

25m 30分

オオヤマザクラ（植栽木）：紅葉

Brinno
TLC200 

Pro

25m 1時間

ナニワズ：開花・落葉 1.5m 1時間

イタヤカエデ：黄葉 枝先 1m 1時間
Brinnno TLC200 Pro
画素数：1920×1080
画 角：112゜



観測例：オオヤマザクラ開花

⚫ 2022年4月21日〜5月31日
⚫ 8：30撮影画像

0

50

100

150

200

250

3/30 5/19 7/8

青
の
画
素
値

月/日

⚫画像中心点のRGB値
⚫青の画素値の変化



撮影対象の観測項目・手法（想定）と課題

オオヤマザクラ
開花

オオヤマザクラ
紅葉

イタヤカエデ ナニワズ

⚫開花・紅葉・黄葉ピーク ⚫葉量
⚫開花数

RGB値 RGB値

目視
【課題】
① 適切な画像指標の検討
② （花数）自動カウント手法の開発・検討
③ 撮影画像から画像処理に適切な画像の判別／撮影時間の選定・固定



自動観測（ICレコーダー）と人による聞き取り

ICレコーダーによる自動録音
⚫環境保全研究所飯綱庁舎敷地（長野市の
飯綱高原標高約1000ｍ）のカラマツ林内

⚫5/13〜10/7 3:00〜19:00（欠測あり）

⚫ICレコーダー：OLYMPUS DM720（タイ
マー録音）

⚫マイク：audio technical AT9904

参考（研究所職員による記録）
⚫気づいた人がカレンダーに記録

⚫土日祝日を除くほぼ毎日

⚫8:30〜17:30



自動観測の一例

2022年7月26日

エゾセミ

コエゾセミ

ヒグラシ

Amadeus Proによるソナグラム解析

ウグイス

2022年8月5日



専門家ヒアリングによる確認

日時 ヒアリング先 ヒアリング内容

2023年2月16
日

国立環境研究所

①カメラ画像による観測
・適切な画像指標
・（花数）自動カウント手法
・撮影画像から画像処理に適切な画像の判
別／撮影時間の選定・固定手法

②ICレコーダーによるセミ音声観測
・観測時間
・音声によるセミ種類の自動判別手法の開
発動向



（まとめ）市民参加型生物調査と生物季節観測のモニタリング手法の検討

調査項目 気候変動影響把握 適応策 課題

市民参加型生物調査
（アプリによるセミ分
布調査）

セミ類の分布変化，
標高変化

普及啓発による
気候変動への理解

参加者数を増やす方策

自然ふれあい講座：
セミのぬけがら調べ

調査地での種構成
の変化

普及啓発による
気候変動への理解

開催場所の固定化

生物季節モニタリング
（植物季節）

展葉・開花・結
実・紅葉の時期の
変動

継続観測
簡便な継続観測手法の開
発・実装

生物季節モニタリング
（ICレコーダーによ
るセミ鳴き声調査）

調査地での種構成
や鳴く時期の変化

普及啓発による
気候変動への理解

設置数の制限，解析コスト



市民へのアンケート結果

• 実施：2023年2月4日 「生物多様性ネットきづなフォーラム」の参加者対象
• アンケート回答者数：41人

1. 夏鳥の初認・初鳴き・・・・・ツバメやウグイス早く

2. 植物の開花・紅葉・・・・・・サクラ開花早く，カエデ紅葉遅く

3. 昆虫（セミ）の初認・初鳴き・ニイニイ，ヒグラシなどで早く

4. 植物の分布拡大・・・・・・・竹林拡大

5. 昆虫（セミ）の分布拡大・・・ミンミンゼミ高標高へ

6. その他・・・・・・・・・・・多くの観察結果（感想）あり



普及啓発

成果報告会開催（2023年3月21日 ハイブリッド開催予定）

パンフレット作成（高校生向け地場産業調査の環境学習プログラム）

適応センター活動

適応センター通信（Vol1とVol2の発行）

講演等の活動（多数実施）
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